
　今月も、笛吹市男女共同参画推進条例の一部を紹介します。条例では、男女共同参画の推進のため、

市、市民、事業者、自治組織等、教育関係者が行うべき約束ごとを決めています。

　これらの約束ごとは、市民が協働で男女共同参画を推進するための共通ルールであり、男女共同参

画推進委員会では、これらの約束ごとの周知を図るため、様々な推進活動を行っています。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

なるほどね。市も
事業者もみんな
で取り組むんだ
ね。

そうだね。私
も市民の一人
として責任が
あるよね。

笛ちゃん 吹ちゃん

市の責務（第４条）

　市が策定した「第２次笛吹市男女共同参画

プラン」のもとに行政活動において男女共同

参画を推進します。

【推進活動】関係機関との意見交換会の開催と

働きかけ

市民の責務（第５条）

　男女共同参画について理解を深め、積極的

に男女共同参画の推進に努めましょう。

【推進活動】広報誌、リーフレットの配布や講

演会の開催による市民への周知

事業者の責務（第６条）

　男女が安心して働くことができる環境づく

りに努めましょう。

【推進活動】企業アンケートの実施、企業訪問

の実施

自治組織等の責務（第７条）

　男女が共に地域の一員としての役割を果た

すことができる地域づくりに取り組みましょう。

【推進活動】地区の区長会、集まり等でのパフ

ォーマンスの開催

教育関係者の責務（第８条）

　男女共同参画の理念に配慮した教育及び保

育を行うようにしましょう。

【推進活動】学校、保育所（園）等向けに男女

共同参画学習会開催、呼びかけ

　８月27日市男女共同参画審議会が開催され

ました。この審議会は、男女共同参画に関す

る重要事項について調査審議を行う組織です。

　今回委嘱された市男女共同参画審議会委員

をご紹介します（五十音順、敬称略）。

※（　）内は職業・公募・学識経験者等

海野菊美（市男女共同参画推進委員会委員長）、

荻野陽子（市社会福祉協議会地域福祉課長）、

落合俊美（市商工会事務局長）、河野洋敏（笛

吹農業協同組合参事）、小林千澄（芦川小学校

教頭）、土屋正文（笛吹市副市長）、早川史香（公

募）、山内幸雄（山梨学院大学法学部教授）、

山田順子（甲府人権擁護委員協議会笛吹グル

ープ委員）

国分寺薬師堂（桁行5.7ｍ、梁間5.4ｍ、高さ8.0ｍ）

国分寺鐘楼門（手前、桁行3.3ｍ・梁間3.0ｍ、高さ8.8ｍ）・
本堂（左奥、桁行18.3ｍ・梁間11.3ｍ・高さ10.8ｍ）・庫裏
（右奥、桁行20.8ｍ・梁間9.4ｍ・高さ9.5ｍ）
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